










　手術支援ロボットDaVinciは、外科医が高画質で立体的な3Dハイ

ビジョンの手術画像を見ながら人間の手の動きを正確に再現し、

それを超える可動性を有する鉗子を用いた手術を可能とする最新鋭

の手術機器です。ロボット特有の機能により従来不可能とされていた

精緻な手術操作が可能になります。手術支援ロボットによる手術は、

外科医がロボットを操作して行う手術であり、ロボットだけが行う手術

ではありません。また、従来の腹腔鏡手術より手術時間は若干延長

するものの出血量が少なく、臓器機能温存が可能で術後の回復が

早い利点があるとされています。このため、今後さらに多くの手術が

ロボット支援手術の適用となり、ロボット支援手術が主流になる疾患も

増加すると予測できます。

　景岳会南大阪病院では、2024年1月より手術支援ロボット

「DaVinci（ダビンチ）Xi」を使用した手術を開始いたしました。以降、

泌尿器科・外科で手術を遂行し、2025年2月に累積100例を突破し

ました。それに次いで、地域の患者さんにより安全で質の高いロボット

支援手術を提供するべく、2025年4月にロボット手術センターを開設

しました。ロボット手術センターでは手術に関わる各診療科、麻酔科、

看護師、臨床工学技士、その他の医療スタッフとの綿密な連携のもと

当センターでは現在、泌尿器科・外科が
主に以下の疾患について
ロボット支援手術を実施しています。
【泌尿器科疾患】・前立腺がん
【外科疾患】・直腸がん、結腸がん、胃がん

Intutive社から実績を有する病院として
賞状を贈呈いただきました。

ロボット手術センターに関しては
下記のホームページに
詳しく記載しています。
是非訪ねてみてください。

TOPICS
南大阪病院 外科統括部長 副院長
竹村 雅至

ロボット手術センターが
開設されました

各診療科における術式の標準化。1

手術の安全性確立。2

ロボット支援手術に関する教育・人材育成。3

ロボット支援手術の治療成績の検討と検証。4

を行っていきます。
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イリョウホウジン イトウジイイン

医療法人 糸氏医院

理事長 糸氏 英一郎

●内科
●外科
●婦人科
●放射線科

●内科
●胃腸科
●特別養護老人ホーム
●介護老人保健施設

院長 濵﨑  憲夫

医療法人 糸氏医院
☎06-6681-2772
〒559-0016
大阪市住之江区西加賀屋1丁目1番6号 　
⚫地下鉄四つ橋線「北加賀屋駅」から徒歩３分
※医院西どなりに駐車場があります。

浜崎医院
☎06-6681-0361
〒559-0014
大阪市住之江区北島3丁目6-27
⚫大阪メトロ四つ橋線「住之江公園」駅から
　徒歩15分
⚫南海本線「住之江」駅から徒歩15分
⚫市バス住ノ江線「北島2丁目バス停」から徒歩3分

ホームページはこちらから ホームページはこちらから

月 火 水 木 金 土 日・祝

● ● ● ● ● ● /診察時間
9:00～12:30

● ● ● / //●診察時間
17:00～19:30

月 火 水 木 金 土 日・祝

● ● ● ●● ● /診察時間
9:00～12:00

● / / ● / /診察時間
17:00～19:00

登 録 医 紹 介

●・・・診察●・・・診察

　当院は、1964年の開業以来、地域の皆様の「かかりつけ医」
として信頼と実績を築いてまいりました。
　特に、循環器、糖尿病、外科（整形外科）については、大阪大学
や関西医科大学等と連携し専門医を招き、レベルの高い医療
をめざしております。
　また、大阪市がん検診実施医療機関として、肺がん、胃がん
（X線・内視鏡）、大腸がん、子宮がん、乳がんの検診を行って
おり、CT、マンモグラフィーなど高度医療機器も備え、がんの
早期発見を目指し検診についても積極的に取り組んでおり
ます。
　これからも身体のことなら何でも相談できるホームドクター
として、皆様のお役に立てればと考えております。

　肺炎、喘息、アレルギー疾患、認知症、高血圧症・糖尿病等の
生活習慣病などはもちろん、胃腸科を専門にしていますので、
胃・十二指腸潰瘍、胃炎、胃癌、大腸癌、胆石症、肝炎、膵炎に
至るまで幅広く対応しています。
　胃腸疾患では内視鏡検査に加えて64マルチスライスCTもあり、
大腸ファイバーが困難な方でも大腸CT検査が可能です。
　当院は介護老人保険施設を4施設、特別養護老人ホーム
（全620床）をグループとして有し、院長が施設長を兼任して
おり、介護相談も受け付けております。また送迎サービスも
実施しておりますのでお気軽にご利用ください。
　高齢になっても住み慣れた地域で、ご自宅で、安心して
暮らせるように患者様や利用者様に寄り添います。病気や介護
のご心配事やご不安事、ご相談を承ります。

ハマサキイイン

浜崎医院

/
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「肺がんは怖い病気？」～ここまで進歩した肺がん治療～

　2025年4月12日（土曜日）に外来棟1階多目的ホールで公開医療講座が開催されました。

　今回のテーマは「受けなアカン、がん検診！　知らんけど（は無しよ！） 」で南大阪病院 特別顧問/大阪市立大学名誉教授・

医学博士 荒川 哲男 が担当でした。

　今回の講演では、日本は世界トップクラスの「がん大国」であり、その中でも大阪の平均寿命、健康寿命が全国平均と

比較して短く、更に平均寿命と健康寿命の差が大きいこと、その差が大きい理由の1つががんであることの解説があり

ました。また、死亡数が多いがんとして「大腸」や「胃」が多く、がんにかかることは防ぎにくいですが、がんで死ぬことは防げる

はずであり、検診による早期発見が死亡率低下に大きく寄与することを実体験も含めて解説がありました。一方で、大阪

ではまだまだがん検診受診率が低いこと、低い理由を深堀することで市民の皆様の不安を取り除くことで早期のがん

検診受診をお勧めしました。

　最後に住之江区で生まれた「便潜血免疫検査2回法」や便中ピロリ菌検査のご紹介、検査から診察までの流れを紹介し、

簡便に検診を受診していただけることをテイクホームメッセージとしました。

　当日は約50名と非常に多くの方にご参加頂き、熱心に聴講されておりました。また、質疑応答の時間では患者様の実体験も

含めて多数の質問があり、盛況な会となりました。

事前申し込みは必要ありません、直接会場へお越し下さい。
日程および内容は急な変更もありますので、その際にはご了承ください。皆さまのご参加をお待ちしています。　

参加費・
申し込み 公開医療講座のご案内

【日時】2025年8月9日（土）14～15時
【講師】南大阪病院 呼吸器内科 平野勝也医師
【場所】南大阪病院 外来棟 １階 多目的ホール

公開医療講座 開催のご報告

地 域
医 療
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